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ＪＡバンク宮城の地域密着型金融の
取組状況について（平成24年度）

平成26年1月

ＪＡバンク宮城
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ＪＡバンク宮城（ＪＡ，農林中央金庫仙台支

店）では，農業と地域社会に貢献するため，
地域密着型金融の推進に取組みました。

平成24年度の地域密着型金融の取組状
況について取りまとめましたので，ご報告い
たします。
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Ⅰ 農山漁村等地域の活性化のための
融資を始めとする支援

（ＪＡバンク宮城の農業メインバンク
機能強化の取組み）
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農業融資商品の適切な提供・開発

 ＪＡバンク宮城は，各種プロパー農業資金に対応するととも
に，農業近代化資金や日本政策金融公庫資金の取扱いを
通じて，農業者の農業経営と生活をサポートしています。

 平成25年3月末時点のＪＡバンク宮城の農業関係資金残高
（注1）は650億円（うち農業経営向け貸付金292億円），日本政策金融公
庫等の受託貸付金（注2）残高は29億円を取扱っています。

（注1）農業関係資金残高とは，農業者および農業関連団体等に対する貸出金であり，農業生産・農業経営に必要な資金や，
農産物の生産・加工・流通に関係する事業に必要な資金等が該当します。

（注2） ＪＡバンク宮城が農業者の窓口となり，日本政策金融公庫などの貸付金の受託取扱いを行っています。受託貸付金
残高には，ＪＡ転貸分を含みます。
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65,056合 計

35,869農業関連団体等（注２）

29,187農業

606野菜・園芸

17,524その他農業（注１）

1,410養鶏・鶏卵

33工芸作物

7,879穀作

1養蚕

1,564養豚・肉牛・酪農

170果樹・樹園農業

平成25年3月末営農類型
（注１）「その他農業」には，複合経営で主たる業種
が明確に位置づけられない者，農業サービス業，
農業所得が従となる農業者等が含まれています。
（注２）「農業関連団体等」には，ＪＡや全農とその
子会社等が含まれています。

【営農類型別農業資金残高】 単位 百万円
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6,558農業制度資金（注２）

2,638農業近代化資金

65,056合 計

3,920その他制度資金（注３）

58,498プロパー農業資金（注１）

平成25年3月末種 類

【資金種類別農業資金残高】 単位 百万円

【農業資金の受託貸付金残高】 単位 百万円

2,958合 計

8その他

2,950日本政策金融公庫資金

平成25年3月末種 類

（注１）プロパー農業資金とは，ＪＡバンク宮城
原資の資金を融資しているもののうち，制度資
金以外のものをいいます。
（注２）農業制度資金には，①地方公共団体が
直接的または間接的に融資するもの，②地方
公共団体が利子補給等を行うことでＪＡバンク
宮城が低利で融資するもの，③日本政策金融
公庫が直接融資するものがあり，ここでは①の
転貸資金と②を対象としています。
（注３）その他制度資金には，農業経営改善促
進資金(スーパーＳ資金)や農業経営負担軽減
支援資金などが該当します。

ＪＡバンク宮城では，主にはＪＡを窓口として，
日本政策金融公庫資金等の受託貸付金を取
り扱っています。
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担い手のニーズに応えるための体制整備

 ＪＡバンク宮城では，地域の農業者との関係を強化・振興
するための体制整備に取組んでいます。

 「担い手金融リーダー」を県内14ＪＡに27人設置し，その
リーダーが農業金融にかかる企画推進・管理の中心と
なって活動しています。

 農業融資担当者等のスキルアップを目的に，平成23年度
に「ＪＡバンク農業金融プランナー」の資格制度を立ち上
げ，資格保有者は25年3月末時点で62人となっています。

 農林中金仙台支店では，ＪＡの支援・指導機能，農業法
人等への融資相談機能を担う「県域農業金融センター機
能」を構築しており，これらの機能を順次，拡充，強化して
まいります。
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ＪＡ内事業間連携の強化

 ＪＡバンクでは，農業者の多様なニーズに応えて
いくため，ＴＡＣ（担い手専任担当）等営農・経済
部門との連携を強化し，合同会議・研修会を実
施し，これまで以上にＪＡ内事業間連携を強化し，
より農業者のニーズに合った金融サービスを提
供できるように，努めてまいります。
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農商工連携の推進

 農林水産業者の販売面の支援を目的にＪＡ
全農県本部等と連携し，生産者・ＪＡと加工
流通業者との商談会を開催しました。

商談件数：250件
成約案件：27件

セラー：
51団体
バイヤー：
44団体

平成25年
3月14日

東北復興商談会

成果参加団体開催日商談会名
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Ⅱ 担い手の経営のライフサイクルに応
じた支援
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新規就農者の支援

 ＪＡバンク宮城では，新規就農者の経営と生活をサポー
トするため，就農支援資金などを取り扱っています。

258合計

1新規就農者農地等取得資金

257就農施設等資金

平成25年3月末残高資金名

【平成24年度 新規就農者をサポートする資金の実績】

 ＪＡバンクアグリサポート事業の一環として，新規就農応
援事業を創設し，新規就農希望者（研修生）の育成を行
う農家等に対して費用助成を行っています。

単位 百万円
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経営改善支援の取組み
 ＪＡバンク宮城では，農業経営負担軽減支援資金の対応等にあたり，

地域において特別融資制度推進会議を通じて関係機関と協議するな
ど，農業者の経営再建に向けて取組んでいます。

27%

-

25%

9%

66%

-

事業計画

策定率

b／ a
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0

5

1

4

0

aのうち再生
計画策定先

b

24%23937合計

20%16420実質破綻先

16%216要注意先

-

36%

-

ランクアップ
率

c／a

0

5

0

aのうち債務
者区分不変

先 d

00破綻先

411破綻懸念先

00正常先

aのうちランク
アップ先

c

経営改善

支援取組先
a

区分

【平成24年度 農業者の経営改善支援取組実績】

・ 経営改善支援取組先は，ＪＡ・農林中金仙台支店が再生計画の策定など，経営改善支援に取組んだ先として指定したものをいいま
す。

・ ランクアップ先とは，当期末の債務者区分が期初よりランクアップした先をいいます。債務者区分不変先とは，期末の債務者区分が
期初と変化しなかった先をいいます。
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セミナーの開催

・ＪＡバンク宮城では農業法人や取引先，系統団体等を
招いたセミナーを開催し，情報交流を促進しておりま
す。

【平成24年度 セミナー開催実績】

・6次産業化の実践と今後の展望
・農産物流通の新潮流

宮城県農業
法人協会
農林中金
仙台支店

38団体
県内農業
法人等

農業法人現地視察
および経営セミ

ナー

・農業経営とマーケティング食品小売
業界の現状変化
・6次産業化について

農林中金
仙台支店

30団体

ＪＡ等系統
セラー団

体

東北復興商談会事
前セミナー

講演内容主催者
参加
団体

対象
参加者

セミナー名
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Ⅲ 経営の将来性を見極める融資手法を
始め，担い手に適した資金供給手法の
提供
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負債整理資金による経営支援
 ＪＡバンク宮城では，農業者の債務償還負担を軽減し，経営再建を支

援するため，負債整理資金を取り扱っています。

・ 畜特資金は，過去の負債の償還が困難な畜産経営者に対する長期・低利の借換資金であり，ＪＡなどの融資機関に
おいて取り扱っています。

・ 農業経営負担軽減支援資金は，営農に必要な資金を借り受けたために生じた負債の借換えのための制度資金であ
り，ＪＡなどの融資機関において取り扱っています。

・ その他は，県独自の制度資金や，制度資金以外のプロパー資金による借換え資金などが該当します。

55402農業経営負担軽減支援資金

1,034746合計

706193その他

273151 畜特資金

平成25年3月末残高実行金額実行件数資金名

【平成24年度 負債整理資金貸出実績】 単位 件，百万円
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農業法人への投資

 ＪＡバンク宮城では，アグリ・シードファンドや復興ファンドを通じて，農業
振興や震災からの復興を行う企業に投資し，企業の成長を支援していき
ます。

【平成24年度 投資実績】 単位 件，百万円

・ アグリビジネス投資育成株式会社は，農業法人投資育成制度にかかる業務を行うため，ＪＡグループと日本政策金融公
庫の出資により設立された法人です。農業法人への出資等を通じて，その健全な成長発展を図り，もって農業の持続的
な発展に寄与することを目的としています。

・ 復興ファンドの対象は，東日本大震災の被災企業を対象とします。

756404復興ファンド

24300アグリシードファンド

金額件数金額件数

累計実績24年度実績
ファンド名
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農業融資への利子助成の実施

 農業者に対する農機ハウスローン，アグリマイティ
資金，スーパーＳ資金等の融資について，農業振
興等に貢献するために創設されたＪＡバンクアグリ・
エコサポート基金が最大1％の利子助成を行い，農
業担い手をサポートしています。

 平成24年度は宮城県で763件，1,086万円の利子
助成を行いました。
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Ⅳ 農山漁村等地域の情報集積を活用し
た持続可能な農山漁村等地域育成へ
の貢献
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東日本大震災の復旧・復興支援

 ＪＡバンクでは，東日本大震災等，全国各地での災害等
の被災者を支援するため，災害対策窓口を設置したほか，
災害対策資金の創設や利子補給，利子助成等を実施，
また個別融資先の経営状況に応じて償還条件の緩和等
に対応しております。

 県内ＪＡにおいては，東日本大震災で被害を受けた農業
者の復旧・復興に向けて，県の災害資金のほかに低利の
ＪＡ独自災害資金を創設しています。また，これらの県災
害資金とＪＡ独自災害資金に対し，ＪＡグループ宮城，ＪＡ
バンク宮城で利子補給を行い，被災農業者の負担を軽減
しています。

 平成24年度は303件，729万円の利子補給を行いました。
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ＪＡバンク食農教育応援事業の展開

 ＪＡバンク宮城では，地域の小学生の農業
に対する理解を促進するため，ＪＡバンク
食農教育応援事業を展開し，農業に関す
る教材「農業とわたしたちのくらし」の配布
を行っています。

 教材「農業とわたしたちのくらし」は，ＪＡバ
ンク宮城を通じて，県内の多くの小学校に
配布され，学校の授業等において活用さ
れています。
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ＪＡ教育活動への助成

 県内のＪＡでは，食農教育などの実践活動
が取組まれており，これらの取組みに対し
て，ＪＡバンクアグリ・エコサポート基金から
費用助成を行ってサポートしています。

 平成24年度は県内26件の取組みに対して，
約510万円の助成申請が行われました。


